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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

入社
３年目

入社
３年目

入社
１年目

中村土建㈱
建築部

宇都宮支部

増渕裕都さん

吉栄工業㈱
工事部

下都賀支部

永木 誠さん

㈱荒牧組
建築部

塩谷支部

和氣大河さん

建設業労働災害防止協会 栃木県支部

建設業労働災害防止協会 栃木県支部では、『インタ
ーンシップ』の事前送り出し教育を実施しています。
多くの労働災害は、「この位は大丈夫だろう」といっ
た安易な行動や危険軽視から発生しています。
どんな産業でもケガをするリスクがあることを学び、
また、正しい知識と行動で防ぐこともできることを自
覚し、『インターンシップ』に臨んで頂くよう取り組
んでいます。

安全実習教育安全実習教育

栃木県建設業協会会員各社によるインターン
シップ受入の他、様々な現場見学会を実施し
ています。現場での実体験を通して、実務的
な知識や技能・技術を直接学ぶことにより、
学習意欲を高め、かつ建設業に対する正しい
認識づくりに取り組んでいます。

『現場見学会』『現場見学会』

実体験を通じた
◀PowerPoint の視覚効果を
　活用し様々な事例を講義 ◀ 先進の ICT 土木導入現場にて

　 ドローンの活用方法に感嘆 !!

大規模な建築工事
「総合スポーツゾーン」
（宇都宮市西川田町）を見学▶

『インターンシップ』に参加した当時の高校生が、 栃木県建設業協会会員企業へ就職!!

保護具（保護帽・安全帯・防塵マスク▶
・保護手袋等）の正しい着用と誤った
着用方法を体験で学ぶ

当時17歳の私は設計の仕事に就きたいと考え
ていたので『現場監督』という仕事について
初めて考える機会となりました。インターン
シップを通して様々な思いがありましたが、
その中で、目まぐるしく変化する現場の中で
職人と共に一つの建物を作り上げていく現場
監督という仕事が『カッコいい』と感じた事
が当時の率直な感想です。

数年経ち、実際に建築現場で建物を建ててい
く中で、当時は見えなかった厳しい環境での
仕事もありますが、その一つ一つにやりがい
を感じられる仕事だと思っています。また、
建物が出来上がった時の達成感は他の何にも
代えられない喜びがあります。今後は、あの
時自分自身で感じた『カッコいい仕事』がで
きるような現場監督を目指します。

５日間のインターンシップをとおして、貴重
な現場見学やさまざまな作業を経験すること
ができました。
参加するまでは、漠然と建設会社は堅苦しい
というイメージを持っていましたが、期間中
お世話になった先輩はとても明るく、学生の
私でもわかるよう一つ一つ丁寧に教えてもら
い、また同じく高校を卒業して入社した自分
の経験談等アドバイスをいただき、進路の選
択に非常に役立ちました。

入社してあっという間に３年目に入りまし
た。今では現場での仕事もおぼえ書類作成も
できるようになりました。先輩方も入社時と
変わらずやさしく指導してくださいます。
いろいろな資格も取らせていただきました。
仕事は主に外での作業が多いので、夏は暑く
冬は寒いですが、現場が完成した時の達成感
はとても気持ちが良いです。

インターンシップで母校の中学校の体育館の
新設に立会い、物を作る達成感を学びまし
た。私が参加したのは、校舎と体育館を繋ぐ
渡り廊下のコンクリート打ちだけでしたが、
ちょうど強風の中だったため作業は辛いこと
が多かったのです。しかし地元の子供たちが
使っていく建物の一部を自分が作ったと思う
と、それだけで大きな達成感を感じることが
できました。

入社してからは、人との繋がりの大きさを学
びました。建物を一棟建てるにしても一人で
は何もできません。設計者がいて、監督がい
て、建物を建てる職人さん、その他多くの職
の方々がいます。私はその中で監督をしてい
ます。監督は現場の中で一番多くの職の方々
と接します。私は現場の方々に「この人のた
めなら」と言われるような監督になりたいと
思っています。そのために私は人との繋がり
を大切にしたいと思っています。
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